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■専門分野　環境哲学，持続性学，文明論
現在の研究テーマ
・持続不可能性の根源に関する研究
・文明の避難場所づくりに関する研究
・未来世代の権利の制度化に関する研究

■著書
・地球市民の心と知恵（共著），21世紀の環境と文明を考える会，1997年9月，中央法規
■論文
・�地政学が語る西洋の終わり�―�国民国家を破壊した資本主義（単著），Vol.33�No.10，2025
年，NPO法人環境文明21

・�なぜ世界は持続可能にならないのか（単著），Vol.33�No.6，2025年，NPO法人環境文明21
・�「成長」という呪縛（単著），環境と文明，Vol.32�No.2，2024年，NPO法人環境文明21
・�人間にできて，AIにはできないこと（単著），環境と文明，Vol.31�No.9，2023年，NPO法
人環境文明21

・�過剰開発：ドイツに行って考えたこと（単著），KIESS�MAIL�NEWS，2020年1月，NPO法
人循環共生社会システム研究所

・�ローマは1日にして滅びず―ガブリエルとオルテガをめぐって―（単著），KIESS�MAIL�
NEWS，2018年12月，NPO法人循環共生社会システム研究所
■所属学会　地球システム・倫理学会，環境社会学会　ほか

■取得学位　修士（農学）（東京農工大学）
■略歴
1985年３月　千葉大学�園芸学部�環境緑地学科　卒業
1985年４月　株式会社�エックス都市研究所�研究員
1992年３月　東京農工大学�大学院�農学研究科�環境保護学専攻（修士課程）修了
1993年７月　�21世紀の環境と文明を考える会（1999年10月にNPO法人�環境文明21に改称）�

主任研究員
2004年４月　吉備国際大学�政策マネジメント学部（環境リスクマネジメント学科）准教授
2009年４月　鳥取環境大学環境マネジメント学科准教授
2018年10月　公立鳥取環境大学環境学部環境学科教授，大学院環境経営研究科環境学専攻教授

■専門分野　数理論理学
現在の研究テーマ
・解析学理論の計算可能性の研究
・数理的技法によるコンピュータシステムの検証に関する研究
■報告書
・�「A�note�on�upper�continuity�properties�of�relations」（共著），Rep.�Fac.�Sci.�（鹿児島
大学），vol.�54(2021),�pp.1-7.

・�「A�note�on�continuity�properties�of�relations」（共著），Rep.�Fac.�Sci.（鹿児島大学），
vol.52(2019),�pp.1-6.

・�「On�a�certain�discontinuous�mapping�as�a�continuous�relation」（共著），2018年，
京都大学数理解析研究所講究禄2083,�pp150-155.�

・�「ソフトウェア更新システムプロトコルの様相論理S4に基づく検証」，2016年，公立鳥取環
境大学紀要,�vol.�14,�pp.95-103.
■口頭発表
・�「choice�と�lambda-tequnique」，2023年９月，第34回代数，論理，幾何と情報科学研究
集会(ALGI),�湘南工科大学.

・�「構成的解析学における関係の連続性」，2021年8月，第38回記号論理と情報科学�研究集会
(ALACS),�オンライン.�

・�「関係の各点連続性と点列連続性」，2020年2月，第7回山陰基礎論・解析学研究集会,�米子コ
ンベンションセンター .

・「構成的数学の体系と実践」，2017年6月，第179回数学文献を読む会，共立出版社.
■所属学会　日本数学会，日本科学哲学会
■取得学位　博士（情報科学）　（北陸先端科学技術大学院大学）
■略歴
2005年８月　産業技術総合研究所・産総研特別研究員
2009年８月　鳥取環境大学情報システム学科講師
2013年10月　鳥取環境大学人間形成教育センター准教授
2022年４月　公立鳥取環境大学人間形成教育センター教授
2026年４月　公立鳥取環境大学人間形成教育センター副センター長
■主な担当科目　数理基礎，微分積分学，離散数学

 t2-arata@kankyo-u.ac.jp

SDGs関連項目

≪研究内容の紹介・授業の特徴等≫
　環境NPO職員だった頃から環境
倫理に関するプロジェクトに関わっ
てきました。環境倫理の主要な論点
に世代間倫理があります。現在は，
司法制度を通じて未来世代の権利を
守ることを念頭に，未来世代の権利
の制度化に関する研究に取り組んで
います。

≪先生からの一言≫
　私は数学的定理に対する証明の論
理に注目し，コンピュータによる実
行の仕方を明らかにする証明(構成
的証明)を考察しています。学生の
皆さんと，社会とコンピュータ，そ
してその背景にある数理について学
んでいきたいと思います。
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 http://misc.kankyo-u.ac.jp/~satoru-y/


